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2007年 8月 2日 福井ロータリークラブ 入会
2017-18年度会長

平野純薬株式会社代表取締役会長

真晃ELS株式会社代表取締役

株式会社エイチアンドケー代表取締役

株式会社 クレハ 代表取締役社長
(平野グループ代表)

【地区】

2022…23年度国際交流委員会 委員
2024-25年度福丼第■グループ担当ガバナー補佐

【寄付関係】

ロータリー米山記念奨学会 米山功労者第10
回―タリー財団 メジャードナー

ロ メジャードナー



2026口27年度国際ロータリー会長メッセージ
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持続可能なインパクトを生み出そう:2026‐27年度ロータリーのビジョン

自分を変え、世界に永続的なインパクトをもたら魂

0変 化は始まり、インパクHま永続       0ま ずは自分自身の内なる変革を

0

芥

一時的な「変化」ことどまらず、次世代まで
恩恵が続く「インパクト」を重視しま

・先

0 「世界をオープンに」受け入れる

若い世代や異なる背景を持つ人を心から歓迎し、
誰もが居心地のよい環境を整えま現

「 工
名

電)過去のベストを超える挑戦

過去の成功に満足せよ 募金やプロジェクトで
さらなる高みを目指し続けま現

クラブ・地区 地域社会・世界

自分が変わることでクラブや地区が変わり、それが
地域社会や世界を変える原動力となりま

・先



ナイジェリアの事例 :プロジェクトのアプローチ

課題の解決から、永続的なインパクトの創出まで

>>>

多くの女性が

妊婦健診を避

けていた。

課題

ステップ ユ

ロータリーが健

診に通うシステ

ム作りを支援

介入

ステップ 2

受診率がアップ

し死亡率が低

下

成果

ステップ 3

インパクト

数十年にわたる

命を救い続ける

永続的システム

ステップ 4



成長と持続の調和

課題 成

人口構造の変化、

高齢化、活動格差

続 解決策

地区とクラブの

循環型成長モデル

(1

“今を変えることで、未来が変わるじを,
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参加するほど、面白さが分かる
ゝ

地区活動は「役務」 「学びと成長」の場

チ

」酵

ロータリーの根幹は「クラブの力」。活力の源泉は「会員の情熱」。

目指す4辞めないロータリー
h
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3.財政と支援
健全化と小規模クラブヘの支援



1.参加と育成
地区活動への参加拡充と人材育成

国際ロータリー (RI)

JttH地区
学びの場 。視点の拡大

⇒リーダー覚醒

新しいリーダーの育成

も

ク ラ ブ

渚力の源泉

⇒奉仕拡大

経験と誇り

の 循環

熱とエネルギー人材の輩



仕組みを変える:人材・予算・時間の最適化

任期制限 参加障壁の低減 継承

委員長の任期は オンライン活用、

1委員会につき
各クラブ1名

委員長予定者ラーニング

最長3年 セミナーの実施
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2。会員増強
最重要課題への取り組み

世界のロータリー

50/o減
120万人⇒115万人

(微減にとどまる)

日本

2030年目標

目標達成の為に、全てのクラブと地区において

>

370/o減
13.0万人⇒8.2万人

(世界最大の減少率)

16700人⇒4280人

(日本全体と同じ減少率)
>

〉〉〉迎え入れる姿勢が不可欠

この現実を直視し、流れを変える必要があります。

私たちは「世界で最も会員が減少し

2090年の目線

25万
―タリア

ヽ

2.5万
ローターアクタ

ている地域」にいます。
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「増」やすだけでなく、
「
「強」くする

ガ委員会横断型連携

●■ 「新会員が新会員を増やす」文化の醸成

瘍公共イメージ向上→ エンゲージメント向上



国際ロータリー第2650地区

地区委員会組織について

地区委員会組織について

2025‐ 26年度

諮問委員会

戦略計画委員会

地区ガバナー指名委員会

地区ガバナー補佐指名委員会

園―タリー希望の風奨学金特別委員会

地区災害対策基金特別委員会

地区ラーニング委員会

規貝け。手続委員会

財務委員会

Rし

'委

員会

日―タリー情報委員会

会員増強委員会

職業奉仕委員会

社会泰仕委員会

国際票仕委員会

地区日―タリー財団委員会

危機管理委員会

学友委員会

青少年奉仕委員会

臓―ターアクト委員会

米山奨学委員会

公共イメージ委員会

2026‐27年度

諮問委員会

戦略計画委員会

地区ガバナー指名委員会

地区ガバナー補佐指名委員会

ロータリー希望の風奨学金特別委員会

地区災客対策基金特別委員会

地区ラーニング委員会

規則・手続委員会

連携

財務委員会

ポリオプラス・ロータリーカード委員会

連 携

連携

連携

連携

連携

員会 ※国際大会を む

RLI委 員会

公共イメージ委員会

日―タリー情報委員会

ローターアクト委員会

危機管理委員会

学友委員会

青少年交換委員会

インターアクト委員会

RYLA委 員会

青少年奉仕委員会

会員増強委員

職業奉仕委員会

委員会

地区爾―タリー財団委員会

財団資金推進 ,大口寄付委員会

地区補助金委員会

グ爾―バル補助金委員会

平和フェ臼―シップ委員会財団

財団資金管理委員会

米凸奨学委員



衛星クラブ

育成型クラブ

TARGET

若手経営者・専門職メロータリアンのご子息世代

人材育成

新たな入回 学びの場

独立 フ ブ創出
目標 :ガバナー補佐担当クラブ内で■クラブ以上の設立

GOAL



3.財政と支援
健全化と小規模クラブヘの支援

地区の未来を創る :財政健全化とクラブ支援の相乗効果

地区財政を最適化し、クラブの活力を最大化する
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持続可能性を高める 参加しやすい環境 エンゲージメント向上

分担金へ反映

参加ヘ
人財育成

投資へ
ゼロベース

予算見直し

ロータリー

魅力UP

STEP i STEP 2 STEP 4STEP 3

ヽ ′
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小規模クラブヘの
「其感」と「支援」

財政健全化と小規模クラブ支援は

表裏一体

削減分を分担金に反映

Goal:ク ラブ規模に関わらず、

参加しやすい環境を作る
ヨ
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年次基金 S180/member
ポリオプラス S30/member

● 米山奨学会―¥24,Q00/member

希望の風奨学金――¥5,000/member

| 0 ・
推進:ポール・ハリス・ソサエティの増加 .



3-Year RoHing Goais

Year l子 …

小埼ガバナー

Year 3:

中野 ガバナー

一貫性のある、 区運営

ガバナ

みの定着)



2026-27年度総キ舌
0

導

会員増強

参加拡充と

人材育成
財政健全化

●

● ●

新しい扉を開く



ともに、新しい扉を開 しょう。
「学び」「育て」「つなげる」 タリーヘ

2026-27年度 国際ロータリー第2650地区


